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安全方針 

１． 安全を全てに優先する。 

１． 安全に関する規程を遵守する。 

１． 誠実、厳正に職務を遂行する。 

 

安全行動規範 

1. 一致協力して輸送の安全の確保に努めます。 

2. 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解すると 

ともにこれを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します。 

3. 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 

4. 車両、線路、保安設備等を常に安全な状態に保持するよう努め

ます。 

5. 職務の実施に当たり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義の

ある時は最も安全と思われる取り扱いをします。 

6. 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、 

すみやかに安全適切な処置をとります。 

7. 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保します。 

8. 常に問題意識を持ち、業務の見直しが必要な場合は、積極的に

対処します。 

 

 
 
 



 Fukuoka City Subway Safety Report 

 

ごあいさつ 
 

令和８年9月 

福岡市交通事業管理者 

小野田 勝則 

 

日頃より、福岡市地下鉄をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

 

福岡市地下鉄は、開業以来、市民の皆様の足として、多くのお客様にご利用いただいてお

り、令和５年３月の七隈線延伸（天神南～博多間）による利便性の向上などにより、令和６年

度から２年連続で、１日当たり50万人を超えるお客様にご乗車いただいております。 

 

改めて、市民の皆様をはじめ、本市地下鉄をご利用いただいております多くのお客様に、

心より感謝を申し上げます。 

 

福岡市地下鉄では、「安全を全てに優先する」との基本方針のもと、「福岡市地下鉄長期ビジ

ョン」に基づき、安全を最優先とした経営を推進しております。あわせて、安全を重視する企業風

土の醸成と、安全管理体制の一層の充実に取り組んでおります。 

 

本年度は、駅構内や車両内への防犯カメラの設置推進、経年劣化の進む駅の壁面やトイレの

リフレッシュ、乗車マナーやエスカレーター2列利用の啓発など、お客様の安全・安心をより高めて

いくための様々な取組みを行ってまいります。 

 

また、七隈線の混雑緩和に向け、本年度から令和９年度にかけて3000A系車両を４編成増備

することで、円滑な乗降環境の確保や接触リスクの低減を図り、より安全な利用環境の整備を進

めてまいります。 

 

本報告書は、鉄道事業法第19条の4に基づき、令和７年度に福岡市地下鉄で実施した

安全に関する取組みの状況を、皆様にお知らせするために作成したものです。 

ぜひ、ご一読いただき、ご意見やご感想をいただければ幸いです。 

 

福岡市地下鉄では、日常を支える公共交通機関として、お客様に安心してご利用いただけるよ

う、「運転事故、インシデント、輸送障害の発生件数ゼロ」を目指すとともに、PDCAによる継続的

な改善を図り、安全で質の高い輸送サービスの提供に努めてまいります。 

 

今後とも、ご愛顧賜りますよう、お願い申し上げます。 
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■箱崎線（中洲川端～貝塚） 
昭和61年11月12日に全線開業した市の東部を
走る路線。沿線には古くからの寺社があり、祭りのと
きなど多くの利用者でにぎわいます。 
 
□営業キロ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４．７ｋｍ 
□駅数・・・・・・・・・・・・・・・・・７駅（中洲川端駅含む） 
□平均駅間距離・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．７８ｋｍ 
□駐輪場設置数・・・・・・・・・７駅（中洲川端駅含む） 
□運行本数・・・・・・・・・・・・・・・・・平日片道１３０本 

■七隈線（橋本～博多） 
平成１７年２月３日に開業した路線で福岡市西南
部の慢性的渋滞の緩和や沿線地域の活性化に役
立っています。令和５年３月２７日には、天神南から
博多までの延伸区間が開業しました。 
 
□営業キロ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３．６ｋｍ 
□駅数・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８駅（博多駅含む） 
□平均駅間距離・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．８０ｋｍ 
□駐輪場設置数・・・・・・・・・・１８駅（博多駅含む） 
□運行本数・・・・・・・・・・・・・・・・・平日片道１７６本 

■空港線（姪浜～福岡空港） 
平成5年３月３日に姪浜から福岡空港まで全線開
業。全国で初めて、地下鉄の空港乗り入れを実現
しました。 
 
 
□営業キロ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３．１ｋｍ 
□駅数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３駅 
□平均駅間距離・・・・・・・・・・・・・・・・・１．０９ｋｍ 
□駐輪場設置数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３駅 
□運行本数・・・・・・・・・・・・・・・平日片道249本 

 は他の公共交通機関との結節駅 
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福岡市地下鉄は、輸送の安全の確保を第一の使命とし、お客様に安全·安心で快適・便利な

輸送サービスを提供することを目指しています。 

輸送の安全を確保するために、安全方針、安全行動規範を定め、全ての職員及び関係者が

常に心がけ、行動しています。 

 

１ 令和７年度の安全重点施策とその進捗状況 

安全に関するさまざまな取組みを、「安全重点施策」として毎年度策定し、進捗状況を管理し

ています。令和７年度は次のとおり計画し、実施しました。 

 

安全

目標 
取組み項目 取組み内容 進捗状況（実施結果） 

安
全
運
行
の
実
現 

運転事故・輸

送障害·インシ

デントのゼロ 

鉄道運転事故、輸送障害及び

インシデントのゼロ
※

 

輸送障害、鉄道運転事故、インシデントは発

生していません。 

安全性向上の

ための人材の

育成・管理 

乗務員、駅務員等の教育訓練

及び安全に関する評価を定期

的に実施 

年間計画に基づき、集合教育訓練や新任者

教育訓練等を実施しました。 

乗務員及び駅務員等の資質管

理の徹底 

運転管理者において、資質管理状況の定期

的な点検を実施しました。 

乗務員のアルコールに関する自

己管理の徹底及び乗務前のア

ルコール測定の実施 

乗務前のアルコール測定を厳正に実施しま

した。 

職員の技術力の継承·向上に資

する研修や支援の実施 

各種研修の充実を図りました。 

車両、構造物、

駅施設及び設

備の計画的改

良 

安全性・信頼性の向上を図るた

め、車両、構造物、駅施設、軌道

設備及び電気設備の計画的改

良を実施 

各施設の更新、改良等は、概ね計画通り実

施しました。 

※ 運転事故、輸送障害、インシデントの概要については10ページをご参照ください。 

 

 

 

 

 

第１章 輸送の安全の確保に関する基本的な考え方 
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安全

目標 
取組み項目 取組み内容 進捗状況（実施結果） 

安
全
最
優
先
の
組
織
風
土
の
確
立 

運輸安全マネジ

メントの推進 

関係法令遵守と安全最優先意

識の徹底 

研修、訓示、現場巡視等により、組織内に関

係法令の遵守及び安全最優先意識の徹底

を図りました。 

事業者の事故等に関する情報

の活用 

他事業者の事故事例等について、当局で想

定されるリスクの有無を確認、事例の周知を

行いました。 

内部監査の充実 内部監査員への研修実施や経営管理部門

（交通事業管理者等）へのインタビュー形式

の内部監査を実施しました。また、監査結果

を各所属へ共有し、監査の充実を図りまし

た。 

万
一
の
事
故
・災
害
等
に
備
え
て 

自然災害等の

対応 

自然災害及びテロに備えた危

機管理体制の確保 

警察・消防と合同での車内刃物傷害事案の

対応訓練や、天神駅において、帰宅困難者

受入に関する確認訓練を実施しました。 

電力供給不足時における危機

管理体制の確保 

大規模停電時の対応について一部見直しを

行いました。 

外部への情報

提供 

大規模事故発生時等の外部へ

の情報提供体制の整備 

報道対応等の手引きに基づいて対応を行う

とともに、発生事案について適宜振り返りを

行いました。 

関係機関と連

携した各種訓

練の実施 

事故復旧体制の教育訓練の実

施 

全職員を対象とした安全マネジメント教育訓

練を実施しました。 

事故復旧訓練の実施 大規模地震を想定したシミュレーション訓練

を実施しました。 

災害対応訓練の実施 浸水防止訓練及び避難誘導訓練等を実施

しました。 

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に 

駅係員の普通

救命講習受講 

① 駅係員の救急・救命の応急

処置技能の向上 

② AED日常点検と維持管理 

駅係員全員が「普通救命講習」を受講しま

した。 

各駅のAEDの

適切な管理 

毎日の状態確認や計画的な消耗品の交換

等を行いました。 

お客様への適

切な情報提供 

案内放送・案内表示等の拡充 タブレット端末及びＸ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）等の活用

により、多言語案内の充実を図りました。 
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２ 令和８年度の安全重点施策 

令和８年度は、下記の取組みを実施します。 

 

■目指す方向性と到達目標 

私たちは、安全を最優先とする方針のもと、すべてのお客様に安心して福岡市地下鉄をご利用

いただけるよう、運転事故・輸送障害・インシデントのゼロを目指し、日々の改善に努めます。 

 

■重点取組事項 

１ 関係法令・規程の遵守と安全意識の醸成 

私たちは、ルールの遵守と技能の向上に取り組み、安全を最優先とする意識と組織風土の醸

成を図ります。  

（１）関係法令の遵守と安全最優先意識の徹底  （２）資質管理の徹底 

（３）技能継承と人材育成の促進 

 

２ 車両・施設・設備の維持保全と計画的改良・更新 

私たちは、車両・施設・設備の安全性を高めるため、適切な維持保全と計画的な改良・更新に

努めます。  

（１）老朽化した設備等の計画的更新  （２）予防保全の高度化 

（３）予備品の安定確保 

 

３ 不具合・障害事案の発生抑制と再発防止 

私たちは、輸送障害に至らない不具合事案や障害事案を的確に把握し、継続的な改善を通

じて発生抑制と再発防止に努めます。  

（１）ヒヤリハット情報等の収集と有効活用 （２）不具合・障害事案の発生抑制 

（３）発生事案に対する再発防止の徹底 （４）委託業務における管理・監督の徹底 

 

４ 危機管理体制の実効性確保と対応能力の向上 

私たちは、危機管理体制を確実に機能させるとともに、災害や事故などの緊急時に備えて、対

応力の向上に取り組みます。 

（１）危機管理体制の実効性確保  （２）自然災害やテロ等を想定した各種教育・訓練の実施 

 

５ 今日的課題への対応（安定輸送の向上） 

私たちは、安全輸送を最優先とした上で、今後も増加が見込まれる輸送需要に的確に対応す

るとともに、輸送の安定性向上に取り組みます。 

（１）混雑緩和対策の推進  （２）朝夕のラッシュ時間帯における列車遅延の低減 
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１ 安全管理体制 

福岡市地下鉄では、開業以来、安全の確保に取り組んでおり、平成18年には、鉄道事業法改

正に伴い「福岡市交通局安全管理規程」を制定しました。 

この安全管理規程は、福岡市高速鉄道事業における輸送の安全の確保のための基本的方

針ならびに事業の実施のための体制・方法を定めたものです。これにより更なる安全性向上を

図っています。 

 

■令和８年度の組織体制 

 

経営トップである交通事業管理者を最高責任者とし、安全統括管理者、運転管理者、乗務員

指導管理者、その他責任者による安全確保の体制を確立しています。 

 

安全の確保に関する体制 

 

 

 

 

第2章 安全管理の体制と方法 
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■各責任者の役割 

 

役 職 役 割 

交通事業管理者 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

安全統括管理者 輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

運転管理者 
安全統括管理者の指揮の下、運転及び運転事故防止に関する事項を

統括する。 

乗務員指導管理者 
運転管理者の指揮の下、乗務員の資質の保持等に関する事項を管理

する。 

施設管理者 安全統括管理者の指揮の下、鉄道施設に関する事項を統括する。 

車両管理者 安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。 

総務部長 
輸送の安全の確保に必要な財務及び要員等に関する業務を掌理す

る。 

運輸部長 駅務及び運転その他これらに付帯する全般の業務を掌理する。 

施設部長 
高速鉄道の鉄道施設（車両・保全部が所管するものを除く。）の保

守、管理及び改修その他これらに付帯する全般の業務を掌理する。 

計画部長 鉄道事業の計画、調整に関する業務を掌理する。 

車両・保全部長 
線路、電気設備の保守、管理及び改修、車両その他これらに付帯する

業務を掌理する。 

サイバーセキュリティ 

責任者 

輸送の安全に関するシステムにおいて、サイバーセキュリティの確保に

関する事項を統括する。 

 

２ 安全管理方法 

輸送の安全の確保に関する施策を策定し、進捗管理を行います。施策の実施後は、その結果

をチェックして必要な改善を行い、さらに、その改善の結果を次の計画策定に活かします。 

このように、PDCAサイクル(Plan：計画、Do:実施、Check:評価、Action：改善）を繰り返し実

行することによって、安全性の向上を図っています。 

 

 

P（計画）：安全施策、事故対策などの策定 

D（実施）：計画に従って、施策、対策を実施 

C（評価）：内部監査等にて、施策、対策の進捗を評価 

A（改善）：評価をもとに改善を図り、次の計画に活かす 
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■経営会議 

 

地下鉄経営に関する重要課題に迅速かつ的確に対応するため、経営管理や安全管理などの

基本方針を審議し、方針を決定します。 

交通事業管理者が主宰し、理事、全部長を構成メンバーとしています。 

 

■安全推進会議 

 

安全統括管理者を議長とする会議で、主に以下の業務を行います。 

○ 運輸安全マネジメントの推進 

○ 事故、災害などの情報分析及び再発防止策の策定 

 

安全推進会議は、運転保安部会、施設安全部会、車両安全部会の３つの専門部会を持ち、 

内部監査を担当する監査部会も併設しています。 
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■ヒヤリハット情報等への対応 

 

日々の業務で事故につながるおそれのある要因等の情報、いわゆる「ヒヤリハット情報」につ

いては、各専門部会において集約・分析を行います。また、決定した対応策は、速やかに実施する

とともに、各職員へ情報をフィードバックし、安全意識の向上に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】工具を棚上や工具袋で管理していたため管理状況が分かりにくく、列車検査時に屋根上

への置忘れを見落とすおそれがあった。 

【対応】 形跡管理マットを設置し、工具の管理状況を一目で分かるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

対応前 対応後 
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■災害等発生時の体制 

 

鉄道運転事故や災害発生時に的確に対応ができるよう体制を整えています。 事故や自然災

害が発生すると、その規模に応じ、対策本部などを設置して対応します。 

また、実際に発生した事案については、振り返りを行い、必要に応じて、体制や関連する規程

の見直しを行い、改善を図ります。 

 

■交通事業管理者、安全統括管理者等による現場巡視 

 

交通事業管理者、安全統括管理者及びその他の責任者は現場巡視を行い、 関係法令の遵

守と安全最優先意識の徹底を図るとともに、現場職員との意見交換を行い、職員の安全意識の

高揚を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事業管理者巡視                         交通事業管理者巡視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  安全統括管理者巡視                       運転管理者巡視 
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■内部監査 

 

安全管理体制の向上を図るため、各部署に対し

て内部監査を実施しています。 

また、監査結果に基づいた改善を図り、安全管理

体制のスパイラルアップに努めています。 

 

 

■定期的な見直し 

 

日常の安全管理業務で明らかとなった課題、内部監査や国の運輸安全マネジメン卜評価で

受けた改善事項等については、適宜見直し、改善措置を実施しています。 

また、経営会議等において、安全管理体制の諸課題を包括的に検討し、次年度への改善に繋

げています。 

 

３ 国による確認・検査 

■運輸安全マネジメント評価 

 

運輸安全マネジメント評価とは、国土交通省が事業者

の安全管理体制に関する基本的な理解及び実際の実

施状況を確認し、安全管理体制の更なる改善等に向け

た助言等を行うことを目的としたものです。 

令和７年度に実施された評価（第８回）では、経営トッ

プや安全統括管理者が、安全管理体制の維持・向上に

積極的に関与していることや、輸送の安全に関する課題

の解決・改善に向けて、PDCAサイクルを有効に機能さ

せているとの評価を受けました。      

 

■保安監査 

 

保安監査とは、国土交通省の立入検査で、輸送の安全を確保するための取組みが適切であ

るかどうか、施設及び車両の管理及び保守並びに運転取扱いが適切であるかどうかについて

監査することにより、輸送の安全を確保し、利用者の利益を保護するとともに鉄道事業等の健全

な発達を図ることを目的としたものです。 

前回（令和６年度）実施された監査では、事実確認事項は無く、引き続き安全・安心な輸送の

確保に努めるよう指示を受けました。 

内部監査部会の様子 

マネジメント評価の様子 

現場視察の様子 
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令和７年度は、鉄道運転事故、輸送障害及びインシデントは発生していません。引き続き、 

事故等の未然防止に努めます。 

（  ）内は交通局に責任のあるもの 

 R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

鉄道運転事故 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

インシデント ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

輸送障害 １（０） ０ １（０） ０ ３（２） ０ 

 

■鉄道運転事故、インシデント、輸送障害について 

 

鉄道運転事故とは、鉄道事故等報告規則（国土交通省令）で報告が義務付けられた、列車

衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故、踏切障害事故、道路障害事故、鉄道人身障害事故

及び鉄道物損事故をいいます。 

 

インシデントとは、鉄道事故等報告規則で報告が義務付けられた、鉄道運転事故が発生する

おそれがあると認められる事態をいいます。 

 

輸送障害とは、 鉄道事故等報告規則で報告が義務付けられた、鉄道による輸送に障害を生

じた事態であって、列車に運休（遅延防止のための運休で、運休区間の最大遅延が30分未満

のものは除く。）または30分以上の遅延が生じたものをいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 輸送の安全の実態 
 

 
【概要】 

2000N系22編成の扉を開閉させるベルトが経年劣化により緩み、扉を閉めた際の扉閉

検知機能が正常に作動しなかったため、車両を発車させることができず、結果として30分の

遅延が発生。 

 

 

 

 

 

【再発防止策】 

・２０００N系車両のドアエンジンベルトを一斉点検し、交換を実施 

・今後は、8年周期（全般検査）で交換を実施 

ベルトが緩み、扉閉検知機能が正常に作動しなかった 車扉（車内側） 

令和6年度に発生した輸送障害事案の概要と再発防止について 

ドアエンジンベルト 
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福岡市地下鉄では、輸送の安全の確保を目指して、安全施策、職員の育成、緊急時対応訓

練など様々な取組みを実施し、事故の未然防止・災害発生時の対応力向上等に努めています。 

  

 

安全に係る設備の機能の維持向上に必要な 

施策を、計画的に実施しています。  

右図のとおり、設備投資においては、安全に

関する設備への投資に重点を置き、安全性・

信頼性の向上を図っています。 

 

令和７年度の主な設備投資について 

〇 車両：1000Ｎ系車両更新 

〇 電気：事業用電話交換機中央システム更新工事 

〇 施設：駅防災盤更新事業 

 

２ 係員の教育・管理 

乗務員、駅係員、鉄道施設及び車両の保守係員に対し、必要な知識及び技能の向上を図る

ため、様々な教育訓練を実施しています。 

また、必要とされる適性（身体機能、精神機能）、知識及び技能などの資質の管理を行ってい

ます。乗務員や駅係員の養成教育を行う施設として教習所を設置しています。 

 

■乗務員の養成 

 

乗務員の養成は、国土交通大臣指定の動力車操縦者養成所である教習所で行っています。 

省令で定められた基準をもとに、福岡市交通局で乗務員養成研修基準を定め、学科講習3ヶ

月半（５５２時間）、技能講習5ヶ月半（７３７時間）の計9ヶ月にわたる講習を行っています。  

学科講習では、運転関係の法規や安全に対する教育、車両構造など、乗務員として必要な 

知識を習得します。 

技能講習では、指導操縦者の下、 実際に列車を運転しながら運転技能を習得します。 

 

 

 

 

 

１ 安全に関する設備投資 

第４章 安全性向上への取組み 
 

※設備投資額は新線建設費を除く 
※令和７年度の設備投資額は、決算見込みを記載 



12 Fukuoka City Subway Safety Report 

 

■乗務員の教育・管理 

 

乗務事務所において年間計画に基づく教育訓練を       

実施し、知識技能の向上を図っています。また、お客様  

へのサービス向上を目的とした各種研修を実施して 

おり、安全意識や資質の向上に取り組んでいます。 

乗務員は業務に就く前に心身の異常の有無につい

て報告し、アルコール検知器による測定を行います。 

教育指導者は定期的に乗務員室に添乗し、乗務中

における運転基本動作の確認や指導を行っています。 

 

■駅係員の教育・管理 

 

お客様へ快適なサービスを提供するため、駅係員に対して接遇の向上に努めるとともに、災

害発生に備えた、お客様の避難誘導、通報連絡、消火機器の取り扱いや、地下鉄設備の異常に

備え、転てつ器、補助制御盤取り扱いなどの様々な教育訓練を実施することで、対応能力の維

持·向上を図っています。 

また、すべての駅係員に対して救急救命講習を実施し、心肺蘇生法や応急手当の技術及び

AED装置の取り扱い技術を習得しています。 

 

■保守係員の教育・管理 

 

鉄道施設及び車両の保守係員に対して、年間計画に基づいた教育訓練を実施し、知識技能

の向上を図っています。また、部署を横断して以下の研修を行っています。 

 

電気安全教育 施設作業安全講習会 

保守係員及び工事委託業者を対象に、電気

事故の対応及び施設作業に関する電気安全

教育を実施しています。 

保守係員及び工事委託業者を対象に、作業

不良等による事故防止についての研修を実施

しています。 

 

■職員の技術力の継承・向上 

 

福岡市交通局人材育成プランに基づき、各種研

修・講習会の実施や、職員の自主研究やスキルアッ

プに対する支援を行っています。 

 

指差喚呼の様子 

技術継承懇談会の様子 
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■教習所の設備 

教習所では、電車の仕組みや運転理論、鉄道電気、車両故障時の処置方法などを分かり易く

効率的に学習できるよう、実際の車両と同じサイズの車両教材、CG※１を活用した運転シミュレ

ータ装置、CAI※２装置や、車両と一体になった訓練を実施するためのホームドアユニットなどを

導入しています。 

これらの教習設備を活用し、乗務員の運転技能のさらなる向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 
 

運転シミュレータ装置                        簡易運転教材  

※１ Computer Graphics :コンピューターグラフィックス 

※２ Computer Assisted Instruction :コンピューターによる学習支援 

 

■係員の技量向上及び意欲向上のための取組み 

 

係員の技量及び業務に対する意欲向上を目的とし、下記の取組みを行っています。 

 

＜安全推進表彰＞ 

安全推進に寄与する優れた取組みを行った

交通局職員及び受託会社を表彰することによ

り、意欲の更なる向上を図っています。 

令和７年度は個人10名と６団体を表彰しまし

た。 

 

＜駅接客選手権＞ 

平成28年度より、駅係員が日々の業務に  

おいて習得した接客技術を共有する機会を 

設け、優れた接客技術の習熟を図っています。 
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３ 緊急時対応訓練 

万一の災害などに備え、様々な訓練を実施しています。 

 

■事故復旧シミュレーション訓練 

 

不測の事態が発生しても、事故復旧マニュアルに沿っ  

た運転事故復旧体制が迅速・的確にとれるよう、シミュ 

レーション訓練を実施し、判断・指示・情報伝達などの異 

常時対応能力の向上を図りました。 

 

■浸水防止避難誘導訓練 

 

博多駅において、近隣河川の氾濫を想定し、隣接ビルと共同で通報・連絡、避難誘導、止水

板設置、救命訓練及び可搬式ポンプ設置訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■火災対応訓練 

 

火災時通報連絡訓練や初期消火訓練などの火災対応訓練を行っています。 

 

■局内統一訓練 

 

令和７年度は、七隈線橋本駅において、刃物傷

害事案（車内）を想定した合同訓練を実施しまし

た。訓練では、関係機関への通報・情報伝達や、お

客様の安全確保と避難誘導などの初動対応、警

察・消防との連携による現場対応を行いました。 

 

止水板設置の様子 避難誘導の様子 
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列車内における刃物傷害事案を想定した局内統一訓練 

訓練を通じて、お客様および被疑者の行動は必ずしも想定どおりになら

ないことを認識しました。そのような状況下において、次に取るべき行動を整

理しながら対応することの難しさを実感しました。 

また、今回の傷害事案をはじめ、大雨や地震など、さまざまな異常時が想

定されます。常日頃からの体調管理に加え、あらゆる事態に備え、初動対応

をシミュレーションしておくことの重要性を改めて認識しました。 

今後も「安全をすべてに優先する」というモットーのもと、適切な対応に努

めてまいります。 

車内という限られた空間では、運転中の乗務員による対応に制約がある

ことから、車内放送を通じてお客様に落ち着いた行動を呼びかけ、混乱の

発生を防止することの重要性を実感しました。 

また、状況を迅速に関係各所へ共有し、駅到着時に即応できる体制を確

保する必要性を改めて認識しました。 

今後は、本訓練で得られた知見を乗務員間で共有し、異常時においても

的確に対応できる体制を構築することで、安全運行に努めてまいります。 

橋本管区駅 

駅務助役 宮﨑さん 

目的  列車内で異常が発生した際に、お客様の安全を最優先に、職員及び関係機関が連携して 

迅速かつ的確に対応できるよう、対処訓練を実施し、初動対応力の向上を図るもの。 

日程  令和７年12月５日  場所  橋本駅構内  参加者  約100名（関係者含む） 

事案  列車運行中に、刃物を所持した人物が暴れて、負傷者が発生したことを想定 

訓練風景  

情報収集と各所への連絡 

橋本乗務事務所 

乗務員 工藤さん 

訓練の概況 

救急隊による負傷者救助 乗客の避難誘導 

本訓練を通じ、運輸指令に求められる迅速かつ的確な情報伝達と状

況把握の重要性について、改めて認識を深めました。 

実際の事案対応では、複数の情報が錯綜する中で、優先順位を付け

た判断が求められ、指示の遅れが現場全体の対応遅延に影響を及ぼす

ことを痛感しました。 

今後は、常に最悪の事態を想定した上で、関係各所との連携を意識し

た指示・報告を徹底するとともに、平時から訓練を重ねることで対応力の

向上を図り、安全確保に努めてまいります。 

 

運輸指令 

運輸指令員 向さん 

訓練参加者の感想 
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４ 施設・車両の管理 

列車の安全運行を確保するために、国土交通省令をもとに作成した整備基準に沿って、確実

に検査・修繕を行い、常に安全な状態を保持しています。 

 

■鉄道施設の管理 

 

（１）トンネル検査 

トンネル内のコンクリートの異常や漏水の有無 

などを点検し、補修や漏水の処理を行っています。 

 

                                                

 

（２）軌道の検査 

列車が安全に運行できるように軌道検測車を 

使って、レールの軌間（ゲージ）や高低をミリ単位で

測定し、レールの敷設状態を監視しています。 

 

 

 

 

（３）信号・電力設備の検査 

列車が安全に運行できるように電気検測機を 

使って、信号のレベル測定、列車無線の通信状況

及び電車線の高さ測定などを行っています。 

 

 

 

 

（４） 駅内外装改修 

空港・箱崎線は、開業から約４０年経過しており、  

駅の天井・壁などの経年劣化が進んでいるため、 

計画的な改修を実施しています。 

 

 

 

 

電気検測機 

構造物検査 

軌道検測車 

室見駅の内装改修 

 



 Fukuoka City Subway Safety Report 17 

 

■車両の管理 

 

車両が安全で正確に走行できるように、空港線·箱崎線は姪浜車両基地で、七隈線は橋本車

両基地で以下のとおり様々な点検、検査や修繕を行っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車体と台車の分離作業 パンタグラフの点検 

車輪・台車の点検 車両前面の点検 

 

 

姪浜車両工場 石田さん 

車両保守担当職員の「安全」への想い 

日々の点検にこめる「想い」を教えてください 

日々の点検では、「安全を最優先に考え、小さな異常も見逃さない」という 

意識のもと、ひとつひとつの確認を確実に行っています。 

安全な輸送を支えているという責任感を持ち、お客様に安心してご利用いただ

けるよう、丁寧に業務に取り組んでいます。 

慣れた作業でも基本動作を省略せず、確実な確認を徹底しています。 

また、不明な点や気になる点はそのままにせず、事故やミスの未然防止に努めています。 

組織全体で取り組む「安全確保」について教えてください 

車両の安全は一人の力だけでは守ることができません。不具合や気付きを職員間で共有し、 

知識や経験の継承を図っています。また、過去の事例も活用し、同様の事象の再発防止にも努め、

組織全体で安全確保に取り組んでいます。 

安全を支える「意識」と「工夫」について教えてください 
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＜車両検査の概要＞ 

検査種別 検査周期 内容 

列車検査 10日以内 運行状態に応じて行う車両の主要部分の検査 

３月検査 ３カ月 車両の状態及び機能について行う検査 

重要部検査 ４年 

車両の主電動機、台車及びブレーキ装置等の重要な機器を取り

外し、分解点検を行う検査 

※3000系及び3000A系車両は5年を超えない期間ごと 

全般検査 ８年 
車両の主要部分を取り外し、分解点検を全般について行う検査 

※3000系及び3000A系車両は10年を超えない期間ごと 

臨時検査 － 車両の購入時や大幅な車両改造などを行ったとき等に行う検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車両の更新 （新型車両4000系の導入） 

カーブに合わせて車軸が舵を切る

ことで、走行安定性を向上させると

ともに、走行音を低減できます。 

操舵台車 

子連れやベビーカー、車いすを利用するお客様が快適に過ご

すことができます。 

フリースペース 

同期リラクタンスモーター 

営業列車での本格導入は世界初となる「同期リラクタンスモ

ーター」を採用しています。従来のモーターよりも高効率を実

現し、使用電力量の約４０％削減を達成しました。 

 

空港線・箱崎線では、令和６年度から

令和９年度にかけて新型車両４０００系

を導入し、安全性の向上を図ります。 

新たなデザインや新技術をバランスよ

く搭載した次世代の地下鉄車両として、 

２０２５年ローレル賞に選ばれました。 

2025年ローレル賞受賞 
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５ 安全設備 

福岡市地下鉄では、輸送の安全を確保するために様々な設備を導入しています。 

 

■運行の安全 

 

（１）運輸指令所 

運輸指令は、地下鉄の中枢として、列車集中制御装置·運行管理システムなどの設備により

列車の運行状況を常に監視しています。 

万一、事故・災害が発生した場合には運行管理システム、中央防災監視装置、列車無線など

により、迅速・的確な対応を行い、安全の確保及び復旧後の速やかな運転再開を行います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（２）列車無線 

運輸指令所と列車間での運行指示などの連絡に

使います。 

地震や事故発生時など緊急時に列車を止める必

要が生じた場合には、列車無線を介して非常停止の

信号を全列車に通報し緊急停止させます。その他、

列車の運行に関する乗務員への連絡や、車内から

の非常通報時等に使用します。 

 

 

（３）ATC（自動列車制御装置）とATO（自動列車運転装置） 

ATCは、先行列車の位置や線路条件（カーブなど）に応じた制限速度を常時列車に伝え、列

車の走行速度を制御します。制限速度を超えた場合には自動的にブレーキがかかり、安全な速

度まで減速させます。 

ATOは、ATCの制限速度に従って、自動的に列車の加速·減速を制御する装置です。また、次

の駅に近づくと自動的に列車をホームの所定位置に停止させます。 

運輸指令所 運行表示盤 

七隈線列車無線 

駅係員への情報伝達 
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（４）脱線防止ガード 

急カーブにおいて、車輪がレールに乗り

上がって脱線することを防止するため、半径

300m以下のカーブでは脱線防止用のガ

ードをレールの内側に設置しています。 
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６ 災害に備えた対策 

火災、地震、浸水などの災害に備えて様々な設備を準備し、お客様の安全・安心を確保するよ

う努めています。 

 

■火災対策 

 

車両及び駅舎の火災対策設備は、国土交通省令に基づき設置しています。 

万一、トンネル内を走行中に列車火災が発生した場合は、次駅まで走行し避難することを基

本としています。やむを得ずトンネル内で停止した場合は、係員の指示により列車の前後から安

全に避難することができます。 

 

【お客様へのお願い】 

列車内で火災を発見した場合は、非常連絡装置又は非常通報器により係員に通報をお願い

します。また、避難の際、係員の指示があった場合にはその指示に従ってください。 

 

 

〈中央防災監視装置〉 

地下鉄はトンネルでつながっているため、一部の災害でも全体に波及する恐れがあります。そ

のため、運輸指令所に中央防災監視装置を設置し、統括的に監視・制御を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央防災監視装置（運輸指令） 
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〈車両〉 

車両は不燃性又は難燃性の材料で製作されており、客室内には消火器、非常通報装置を設

置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈駅施設〉 

   全駅のホーム及びコンコースに火災時の避難経路図を設置しています。駅務室は、防災管理

室と位置づけ、万一の火災でもお客様の安全を確保するようにしています。また、防災監視盤を

設置し、駅構内に配置した屋内消火栓、スプリンクラー、自動火災報知、非常放送、排煙の各設

備を総合的に監視しています。 

駅舎の構造材、内装材は、不燃材料を使用しています。韓国大邸市地下鉄の火災以後に制

定された国土交通省令の新技術基準への対応は完了しています。 

消火器  非常通報装置 

避難口     ： 万一の場合に備え、車両の正面に避難口を設置しています。 

 

消火器     ： 各車両と運転席付近に、消火器を設置しています。 

 

非常通報装置 ： 緊急時など、必要な時は係員と話すことができます。 
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■地震対策 

 

地震発生に備えて様々な対策を実施しています。 

 

〈構造物の耐震強化〉 

空港線・箱崎線のコンクリート構造物は、「阪神・淡路

大震災」のあと、国が定めた耐震基準に基づきこのレベ

ルの地震に対しても充分耐えるように、 トンネルの中柱

に鉄板等を巻いて耐震補強を行いました。 

七隈線は、建設時から同クラスの地震に対して十分耐

える構造としています。                                  

 

〈重要設備の免震対策〉 

 運行管理システムや電力遠制システムなど、鉄道運

行の中枢を担う重要設備に対して免震装置を導入して

います。 

免震装置は、地震時の振動を低減し、設備の転倒や

記録媒体の破損を防止する役割を果たします。   

 

 

〈緊急地震速報受信装置〉 

気象庁から配信される緊急地震速報を受信します。  

震度4以上の地震が予測される場合は、列車無線を

介して自動的に全列車に緊急停止の信号を発信し、強

い揺れが始まる前に停車させて安全を確保します。 

 

 

〈地震計の設置〉 

姪浜変電所、赤坂庁舎、貝塚駅、橋本車両基地に設置し

ている地震計から、運輸指令所に警報が表示されます。 

地震計で震度4を検知した場合は、時速15km以下にて

運行を行い、安全を確認後、通常の運行を再開します。 

また、震度5弱以上を検知した場合は、自動的に全列車

を停止させ、安全を確認後、運行を再開します。 

                                                        

 

緊急地震速報受信装置 

耐震補強後の中柱 

地震警報監視盤 

免震装置本体 
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■風水害対策 

 

台風、大雨などに備え、観測機器や防水設備を備えています。 

 

〈風速警報装置〉 

姪浜駅、貝塚駅、橋本車両基地に設置している風速計からの

情報を運輸指令所で監視し、強風時には風速に応じた運転規

制を行います。 

 

 

〈雨量警報装置〉 

姪浜合同庁舎、赤坂庁舎、貝塚駅、橋本車両基地に設置し

ている雨量計からの情報を運輸指令所で監視し、大雨時には

雨量情報を関係所属に配信し、警戒を行います。 

 

 

 

 

風速計 

風速雨量警報装置 
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〈浸水対策〉 

平成15年7月19日に発生した御笠川溢水による博多駅の浸水を契機として、各駅出入口の

止水板を整備しており、市内の関係河川の水位監視システムを導入しています。 

 

 

 

 

 

 

 

                     

    

 

 

〈計画運休の実施〉 

大型台風が接近する場合、台風の規模や進路など

にもよりますが、他の公共交通機関と同様、必要に応じ

て、地下部も含めた全線の計画運休を実施することで、

暴風時のお客様のご移動を抑制し、お客様の安全を確

保します。 

このような計画運休の実施については、国土交通省

から「社会の安全を確保することができる」との考え方

が示されたこともあり、全国的にも広がりつつあります。 

お客様のご理解とご協力をお願いします。   

 

 

 

■停電対策 

   

停電が発生した場合は、車両では非常灯、駅で

は非常用照明がそれぞれの蓄電池装置により点

灯します。 

大規模停電時においては、非常用発電機をバッ

クアップとして備えており、防災設備への電源を確

保しています。                     

 非常用発電機 

計画運休の駅掲示物のイメージ 

止水板 河川水位警報装置 
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非常通報装置 

７ 安全・安心にご利用いただくための取組み 

 

（１）ホームドア 

列車との接触事故やホームからの転落事故を防止

するため、平成17年に全駅にホームドア（可動式ホー

ム柵）を設置完了しました。設置前には年間約9件程

度（設置前５年間平均）発生していた接触·転落事故

は、設置完了後１件も発生していません。 

 

（２）列車非常停止押しボタン 

列車を緊急に止める必要が生じた場合、この列車

非常停止押しボタンを押すと、列車が自動的に緊急

停止します。 

全駅の各ホームの中央部と前方、後方の3箇所に

設置しています。 

 

（３）非常通報装置、非常電話等 

車内には、非常通報装置が設置されています。駅構

内には、非常連絡装置または非常電話が設置されて

おり、緊急時など必要なときは、係員と話をすることが

できます。 

 

（４）救急活動体制の整備 

福岡市地下鉄では、消防局の実施する「普通救命

講習」の受講に積極的に取り組んでおり、全ての駅係

員が心肺蘇生法や応急手当の技術を習得していま

す。また、お客様の体調が急変した場合の救急活動

体制を確立しており、福岡市消防局から【救マーク】

の認定を受けています。               

普通救命講習修了証    救マーク 

（５）お客様救助の為の装置 

地下鉄全駅改札口にはAED（自動体外式除細動 

器） を設置し、各駅のバリアフリートイレや女性トイレに

は連絡装置や非常押しボタンを設置しています。 
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巡回警備の様子 

８ 鉄道テロ対策 

鉄道テロ対策として次のような取組みを実施しています。 

 

■鉄道テロ対策 

 

（１）車内・駅構内の巡回警備 

不審物などの発見や車内犯罪防止に努めるため、運行中の列

車内の巡回、駅施設の施錠、トイレ、ロッカー及びゴミ箱などの点

検を行うなど、お客様の安全の確保に努めています。 

また、令和６年度から、車内・駅構内での犯罪の未然防止及び

犯罪等発生時の対応力向上を目的とした、警察ＯＢ職員による巡

回警備を実施しています。 

 

（２）カメラによる警戒 

車両及び駅構内にカメラを設置し、テロや痴漢・盗撮等の犯罪防止に努めています。 

また、令和６年度から、車内犯罪の未然防止等のため、空港線・箱崎線・七隈線を走る車両

でリアルタイム機能付き防犯カメラの運用を開始しており、令和９年度までに全車両への導入

が完了します。 

駅構内では、令和７年度からエスカレーター上部に防犯カメラを増設しており、令和８年度は

約170台の防犯カメラを設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアルタイム車内カメラ                                  駅構内カメラ 

 

（３）ゴミ箱の集約 

ゴミ箱への不審物の設置を避けるため、ホームのゴミ箱を撤去し、駅務室から見える改札口

付近に集約しています。 
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（４）通報協力の呼びかけ 

車内と駅構内では、放送と電光掲示器等で、不審物発見にかかる通報協力を呼びかけてい

ます。 

 

【お客様へのお願い】 

緊急時や不審物を発見した場合は、駅係員への連絡をお願いします。 

 

（５）非常連絡装置・非常電話 

ホーム・コンコースの消火栓ボックスに併設されている非常連絡装置または非常電話から駅

務室へ通報できます。緊急の場合は、駅係員へ連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）国、他事業者との連携 

国土交通省や他事業者との情報共有等を通じて、各鉄道事業者共通のポスターを掲示す

るなど、テロや車内、駅構内での犯罪等への対応を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑画像の「SOS非常電話」のボックスを開けると電話があります。 
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福岡県警察では、犯罪や事故から身を守るための防犯アプリ「みまもっち」を提供していま

す。令和８年２月にさらに使いやすくリニューアルされました。 

地下鉄をご利用の際をはじめ、日常生活における安全・安心のため、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本アプリでは、犯罪発生情報や防犯情報をいつでも確認できるほか、万が一の際には周

囲に異変を知らせる防犯ブザー機能や110番通報機能をご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みまもっち」の啓発動画はYouTubeに公開されていますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

URL：https://www.youtube.com/watch?v=Y36uOKWqruY 

（７）警察機関との連携 

福岡市地下鉄では、鉄道警察隊や所轄警察署と相互に情報連携して、痴漢・盗撮等の犯罪

の未然防止やテロ警戒体制の強化を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県警防犯アプリ 「みまもっち」 について 

主な機能 

○防犯ブザー機能 

○ちかん対策・110番通報機能 

○防犯情報プッシュ通知機能 

○ふっけいSchool（防犯学習機能） 

○ニセ電話詐欺被害疑似体験コンテンツ ほか 
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混雑率調査の様子 

朝ラッシュ時のホーム整理 

整列乗車ライン 

９ 混雑対策 

 

■ダイヤ改正 

 

平日の朝や夕方のラッシュ時間帯を中心に混雑状況

の調査を適時実施し、利用実態に応じた運行本数の検

討を行っています。 

なお、令和7年度は、混雑緩和などを目的としたダイヤ

改正を実施し、空港・箱崎線は平日朝ラッシュ時間帯を

中心に2往復、七隈線は平日朝・夕方ラッシュを中心に6

往復の増便を行いました。 

 

 

■整列乗車ライン 

 

利用者が多い駅を中心にホームの整列乗車ラインを設置 

しており、設置後も混雑状況や利用実態に応じた改善に取り 

組んでいます。 

 

 

 

 

 

■駅構内での職員による案内誘導 

 

年度当初は地下鉄に乗り慣れていないお客様が多く、

混雑するため、駅構内で交通局職員による案内・誘導を

行っています。 
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１ お客様・市民の皆様への啓発 

福岡市地下鉄では、快適で気持ちよく地下鉄をご利用いただくため、マナー教室など様々な

活動をお客様・市民の皆様、関係者と共働で取り組んでいます。 

 

■マナー向上のための啓発活動 

 

快適で気持ちよく地下鉄をご利用いただくため、車内や駅構内で、放送、ポスター、ステッカ

ーなど、各種広報物による啓発を実施しています。また、優先席・優先スペースを周知するホー

ムドア部への案内サインの充実や、エスカレーターの「歩かず２列で」利用についてAIなどの

新技術を活用するなど、様々な啓発活動に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームドアの案内サイン                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 お客様・市民の皆様 関係者との連携 
 

優先席・優先スペース利用啓発の 

啓発ポスター 

AIを活用したエスカレーター安全利用促進事業 エスカレーター２列利用床サイン 

 

歩くと危険です 2列でご利用ください 
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■他の鉄道事業者等との合同キャンペーン 

 

西日本鉄道、九州旅客鉄道と共同で鉄道をご

利用になるお客様同士の助け合いのご協力を呼

びかける「声かけ・サポート」運動を行いました。 

 

 

 

 

「声かけサポート」運動ポスター 

 

■マナー教室 

 

正しい乗車マナーを身につけて利用いただく

ため、出前講座※１において、小学生を対象にし

た「マナー教室」を実施しました。 

 

 

 

 

 

※１ 出前講座とは、市の職員が地域に伺い、市の取組みなどを説明するものです。                                    

 

 

■こども１１０番の駅 

  

登下校時などにおける犯罪被害からこども

を守り、より安全·安心な地域づくりに貢献する

ため、「こども110番の駅」の取組みを実施し

ています。 

 

    

 

 

 

 

小学校でのマナー教室 

 

○ｃ 20２６ Gullane(Thomas)Limiteｄ． 
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２ お客様・市民の皆様からの声 

お客様や市民の皆様からのご意見·ご要望を「お客様の声」として収集しています。いただい

たご意見は、担当部署において対応するとともに、全職員への情報共有を図っています。 

令和７年度は、1,400件のお客様の声をいただきました。お寄せいただいた声は、真摯に受

け止め、より信頼され、親しまれる地下鉄とするために役立てています。 

 

■お客様の声をもとに改善した主な取組み 

  

○七隈線博多駅のホーム階段に昇降サインを設置しました 

  利用者の衝突や転倒を防止し、スムーズな通行を促すために、七隈線博多駅のホーム階

段に昇降サインを設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○混雑緩和を目的として、ダイヤ改正を実施しました 

令和7年8月に、七隈線の平日夕方ラッシュ時間帯を中心に、6往復の増便を行いました。 

令和8年3月に、空港線の朝ラッシュ時の時間帯に2往復の増便を行いました。 

 

○その他の取組み 

・唐人町駅の新改札口案内サインにタッチ決済対応表示を追加 

  ・七隈線の座席前の2列利用を促進するために、座席足元付近に床サインを追加 

 

その他、お客様の声をもとに改善した取組みについては、福岡市地下鉄HPからご覧いた

だけます。 

施工前 施工後 
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福岡市地下鉄では、安全報告書、ホームページ、ポスターなどの媒体を通じて、地下鉄の安全

に関する取組みを、お客様や市民の皆様へ情報発信しています。 

 

■安全報告書 

 

本誌では、輸送の安全確保のための体制や、実施している訓練、導入している設備などにつ

いて紹介しています。 

また、お客様からの意見や、それを踏まえて改善した事例、近隣の学校と連携した地下鉄利用

に対するマナー向上の取組みなども掲載しています。 

安全報告書は、福岡市地下鉄のホームページでも見ることができます。 

 

■「安全対策」のお知らせ（ホームページ） 

 

交通局ホームページでは、安心してご利用いただくための注意点や、安全な運行を支える仕

組みなど、福岡市地下鉄の安全対策についてお知らせしています。  

URL：https://subway.city.fukuoka.lg.jp/subway/safety/ 

 

■YouTube福岡市交通局公式チャンネル 

 

乗務員の出勤点呼や出庫点検、車両検査の風景、地下鉄開業当時の貴重な映像に加え、地

下鉄の魅力を紹介するＰＲ動画や工場見学用の動画、乗車マナーをわかりやすく伝える動画等

の各種動画を動画投稿サイトYouTubeにて公開しています。 

URL：https://www.youtube.com/@FukuokaCitySubwayOfficialCh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章  安全に関する情報発信 
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■安全PRポスター 

 

地下鉄の安全の取組みを広くお知らせするため、各駅及び列車内に「安全PRポスター」を掲

示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ちかまるナビ 

 

地下鉄線内の列車在線位置や他社路線の運行情報をホームページにて配信しています。 

 

 

 

 

 

 

 ちかまるナビはこちらから 

 

■運行情報 

 

地下鉄の運行情報や計画運休に関する情報を交通局HP、X（旧Twitter)、九州のりもの

info.com及びLINE・メール(ふくおかサポート) にて配信しています。 

 

 

 

      

    X（旧Twitter）        九州のりものinfo.com      ふくおかサポート 
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１ 駅構内または車内における痴漢・盗撮行為は犯罪です。 

 

 

 

２ 危険物の駅構内及び車内持ち込みは禁止されています。 

 

 

  

   

３ エスカレーターは「歩かず２列」で、荷物はしっかり持って 

ご利用ください。 

 

  

４ 駆け込み乗車は非常に危険です。次の電車をお待ちください。 

     

 

  

５ 扉付近の混雑をさけるために、乗車後は中央の座席前まで 

お進みください。 

 

 

６ 手荷物の持ち方について、周りの方へご配慮ください。 

 

 

   

７ 優先席は、利用対象者へお譲りください。 

 

 

 

８ スマートフォン等を見ながらの歩行は危険です。 

 

 

 

～お客様みなさまが快適にご利用いただくために～ 
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